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業
務
用
冷
凍
冷
蔵
庫
や
冷

凍
冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
な
ど

の
製
造
・
販
売
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
行
う
福
島
工
業
は
、

食
品
工
場
や
飲
食
店
の

EEう
向
け
に
電
解
次

E
水

生
成
装
置
の
「
F
Eク
リ
ー

ン
水
」
を
提
供
し
て
い
る
。

同
製
品
は
食
塩
水
を
電
気
分

解
し
て
、
次
E
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
が
主
成
分
の
弱
ア
ル

カ
リ
性
水
溶
液
の
殺
菌
水
を

生
成
す
る
。
食
材
の
殺
菌
や

調
理
器
具
な
ど
の
除
菌
に
高

い
効
果
を
発
揮
す
る
。
で
き
る
点
が
特
徴
の
一
つ

大
容
量
の
生
成
量
と
安
定
だ
。
蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で

し
た
濃
度
で
殺
菌
水
を
生
成
常
に
新
鮮
な
電
解
次
E
水
を

福
島

Z
業

電
解
次
E
水
生
成
装
置

「

F
Eク
リ
ー
ン
水
」

こ
れ
に
対
し
、

F
Eク
リ
品
工
場
な
ど
に
対
応
し
、
用

l
ン
水
を
設
定
濃
度

ω酬
で
途
に
応
じ
て
食
塩
水
タ
ン
ク

使
う
と
、
合
計
水
量
は

ω幻
も

5
約
、
初
約
の
2
サ
イ
ズ

で
済
み
、
従
来
作
業
に
比
べ
を
そ
ろ
え
る
。

生
成
す
る
と
と
も
に
、
一
定
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
手
聞
や
、
に
戻
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
司
、
て
印
幻
の
節
水
と
な
る
。
作
食
品
工
場
で
ス
ラ
イ
サ
l

濃
度
で
生
成
さ
れ
る
た
め
、
希
釈
ミ
ス
に
よ
る
濃
度
ム
ラ
製
品
と
な
っ
て
い
る
。

bv
業
時
間
も

9
分
間
で
完
了
を
用
い
て
食
材
を
切
る
際
、

従
来
必
要
だ
っ
た
希
釈
濃
度
が
生
じ
な
い
。
従
来
の
殺
菌
工
程
は
「
シ

L
R
V

し
、
ロ
分
短
縮
さ
れ
る
。
叩
野
菜
汁
や
肉
汁
な
ど
が
菌
を

ま
た
、
高
い
消
ン
ク
に
水
道
水
を
た
め
て
、
旨
町
田
の
野
菜
洗
浄
作
業
だ
と
、
保
護
す
る
。
バ
イ
オ
フ
ィ
ル

臭
効
果
を
発
揮
す
次
E
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
省
民

6
0
0以
の
節
水
、

1
2
0
ム
。
が
で
き
、
除
菌
が
困
難

る
ほ
か
、
食
品
に
投
入
・
希
釈
し
、
し
ば
ら
く

h
U
分
の
時
間
短
縮
を
実
現
し
、
と
な
る
。
し
か
し
、
同
製
品

塩
素
臭
が
残
り
に
つ
け
置
き
し
て
か
ら
す
す
A

’

J
1
1目
印
回
の
洗
浄
作
業
で
試
を
ス
ラ
イ
サ
l
に
接
続
す
る

く
く
、
変
色
や
軟
ぐ
」
と
い
う
一
連
の
作
業
を

r
h川
算
す
る
と
年
間
四
万
5
0
0
こ
と
で
カ
ッ
ト
す
る
前
に
表

化

を

起

こ

し

に

く

と

る

。

俗

吊

内

0
円
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
可
面
殺
菌
を
行
い
、
刃
を
常
に

い
。
塩
か
ら
生
成
例
え
ば
、
日
以
の
シ
ン
ク
ヤ
凡
恥
能
に
な
る
。
除
菌
で
き
る
。
菌
が
入
り
込

し
て
い
る
た
め
、
を
使
用
し
て
野
菜
の
洗
浄
を

b
旬
拘
製
品
は
壁
掛
け
タ
イ
プ
と
む
隙
を
与
え
ず
に
防
止
効
果

他
の
排
水
と
混
じ
し
た
場
合
、
水
道
水
に
次
E
I
H’
ア
ン
ダ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
タ
イ
が
働
き
、
よ
り
安
心
・
安
全

っ
た
場
合
で
も
塩
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を

2
o
N防
ヲ
プ
の

2種
類
を
展
開
。
ア
ン
な
食
材
を
提
供
で
き
る
。
将

企

o
m
（
p
p
m
は
1
0
0万

r
L
ダ
l
カ
ウ
ン
タ
ー
タ
イ
プ
は
来
の
展
望
に
つ
い
て
「
電
解

電
解
次
E
水
生
成
分
の
1
）
に
希
釈
し
て
使
う
－
一
有
効
塩
素
濃
度
が

ω、
ω、
水
そ
の
も
の
を
広
め
て
い
き

装
置
「
F
Eク
リ
と
、
合
計
1
5
0幻
の
水
が
口
問

1
0
0、
2
0
0
酬
の
4
段
た
い
」
と
山
上
博
久
墓
曇

l
ン
水
」
の
F
E
必
要
で
、
作
業
時
間
も
幻
分
恥
墓
、
階
設
定
が
可
能
だ
。
ま
た
、
業
戦
略
部
企
画
課
主
任
は
話

sー
ロ
L

か

か

る

。

イ

J
電
解
水
の
使
用
量
が
多
い
食
し
て
い
る
。
（
茂
木
朝
日
）

新
鮮
な
洗
浄
水
常
に
提
供


